
固形燃料ごみの塩分ダイエットについて 

 固形燃料ごみは施設搬入後に「燃やしている」のでは無く、施設内で「ごみ」を細かくし、人力や

機械で金属などの不適物を取り除き、専用の機械で圧縮成型した製品を生産し、市内のボイラー設

備や道内の工場に販売しています。（生産品は「RDF」や「固形燃料」と呼ばれています。） 

 RDF は商品であるため利用先で品質基準が設定されておりますが、特に塩分割合が重要視され、

近年の塩分割合は基準を４～5割ほど上回る結果となっています。（塩分以外は基準をクリア） 

 そのため、平成 29年 11 月に市内各地域で「ごみ分別説明会」を開催し、適正な分別排出をお願

いしたところ、昨年夏頃まで基準に近いところで塩分割合は推移していましたが、昨年の秋以降か

ら徐々に割合は増加し、現在は説明会前と変わらない数値に戻ってしまったため、塩分ダイエット

に取組むことになりました。 

 固形燃料ごみのリサイクルを安心して継続するためには皆様の協力が不可欠です。 

 ご面倒をおかけしますが、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

■ 塩分ダイエットに関する Q＆A ■ 

Ｑ１ 塩分は食塩以外にもあるの？ 

Ａ 塩分は食塩以外にも、洗剤やプラスチックに使われている塩分があり、様々な物で使われていま

すが、今回は効果が高いものとして「食品ラップを入れない・食べ残しを入れない・紙容器等に付

着した汚れを軽く洗い流す」をダイエット項目としました。 

Q２ 塩分にはどのような問題があるの？ 

Ａ ＲＤＦの利用先からは、ＲＤＦに含まれる塩分が燃焼時にボイラー設備の金属を腐食させる気体

になることや臭いの原因となることが問題として報告されています。 

Q３ 塩分が下がらないとどうなるの？ どのくらい下げることが目標なの？ 

Ａ 現在のＲＤＦ品質では、取引の数量が少なくなる場合や最悪は取引中止となることが考えられ、

取引数量が大きく減少した場合は固形燃料ごみの処理が滞る恐れがあります。 

  いま、ＲＤＦに含まれている塩分は１.０％～１.２%位です。 

  ダイエット目標は塩分を半分に減らすことです。（０.６%以下） 

Q４ プラスチックは燃焼時に多くの熱を発生するから良いと聞いたけど？ 

Ａ プラスチックは木や石炭と比べ火力は高いですが、燃焼温度が高くなり過ぎてボイラー設備を痛

めることや、塩化ビニールなど問題のあるプラスチックもあることから、プラスチックが燃焼（熱

利用）に良いものとは限りません。 

Q５ 食品ラップを施設内で取り除けないの？ 

Ａ プラスチック素材ごとの選別機器は非常に高価で、更に塩分由来のプラスチック除去は他のプラ

スチック素材より難しいと聞きます。 

  また、人力で選別を行った場合は 14 人の作業員が必要と試算しており、現在 7～8 名で固形燃料

化施設を稼働していることを考えると人件費が重い負担となり、非常に難しいと考えます。 

  なお、塩化ビニール製品は食品ラップ以外にも様々な物に使用されており、目視で見分けること

は難しいため、正しく分別していただくことが重要となります。 


